
「
小
中
一
貫
教
育
」
の

検
討
を
大
き
な
目
的
に
し

た
「
藤
島
地
域
教
育
振
興

会
議
」
が
、

月
７
日
設
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置
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、「
併

設
型
一
貫
校
や
義
務
教
育

学
校
の
設
置
を
積
極
的
に

進
め
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
藤
島

中
学
校
の
改
築
に
合
わ
せ

て
、「
小
中
一
貫
校
」
が
最

大
の
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

年
度
内
に
計
４
回
、
来
年

度
に
計
３
回
の
会
議
を
開

き
、
結
果
を
令
和
６
年
２

月
、
地
域
振
興
懇
談
会
に

報
告
し
、教
育
委
員
会
（
小

中
一
貫
基
本
計
画
策
定
委

員
会
）に
提
言
す
る
と
し
、

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ま
す
。

国
庫
補
助
が
メ
リ
ッ
ト

国
で
は
、
令
和
３
年
１

月
に
出
さ
れ
た
中
教
審
答

申
「『
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
』
の
構
築
を
目
指
し

て
」
の
中
で
、
総
論
に
は

小
中
一
貫
教
育
は
出
て
き

ま
せ
ん
。

各
論
の
一
つ
と
し
て
、

「
義
務
教
育
９
年
間
を
見

通
し
た
教
科
担
任
制
の
在

り
方
」
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
小
中
一
貫
教
育
が
特

に
課
題
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
中
一
貫
校
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
平
成

（
２
０
１

28

６
）
年
の
法
改
正
で
、「
義

務
教
育
学
校
」
を
開
設
し

た
場
合
、
建
設
費
の
２
分

の
１
が
国
庫
負
担
の
対
象

に
な
り
ま
し
た
。

市
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
校
舎
改
築
の
国
庫

負
担
率
３
分
の
１
よ
り
有

利
に
な
る
だ
け
で
す
。

現
場
の
教
師
と
子
ど

も
の
意
見
を

藤
島
地
域
教
育
会
議
の

名
簿
（
案
）
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

小
・
中
学
校
の
現
場
の

声
が
大
切
で
す
が
、
教
師

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
基
本
法
」
が

６
月

日
、
国
会
で
成
立

15

し
、
子
ど
も
の
意
見
を
聞

き
、
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
徒
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
藤
中
魂
」
の
中
学
生

藤
島
地
域
に
小
学
校
も

中
学
校
も
な
く
な
り
、
９

年
間
の
義
務
教
育
学
校
ひ

と
つ
に
な
り
、
小
６
の
卒

業
式
も
中
１
の
入
学
式
も

な
い
地
域
に
し
た
い
の
か
、

東
栄
小
の
伝
統
の
獅
子

踊
り
や
、
渡
前
小
の
海
浜

学
校
・
獅
子
踊
り
が
、
無

く
な
っ
て
よ
い
の
か
、

「
藤
中
魂
」
を
掲
げ
る

中
学
生
が
、
小
学
生
と
一

つ
校
舎
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
児
童
・
生
徒
の
意
見

を
十
分
に
聞
く
べ
き
で
す
。
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村
の
四
季

⑯
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

水
漲
る
田

み
な
ぎ

厳
し
く
長
か
っ
た
冬
も

三
寒
四
温
の
季
節
に
入
り
、

雪
融
け
水
が
音
を
立
て
て

流
れ
る
。

八
栄
島
地
区
は
、
昔
か

ら
因
幡
堰
の
末
流
の
た
め
、

田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
の
に

大
変
苦
労
し
た
。

農
民
は
一
丸
と
な
っ
て

用
水
の
確
保
の
た
め
に
上

流
地
域
の
集
落
に
、
少
し

で
も
多
く
分
水
し
て
く
れ

る
よ
う
嘆
願
し
て
き
た
。

し
か
し
、
な
お
水
が
足

り
な
い
。
そ
こ
で
落
野
目

村
（
豊
栄
）
が
中
心
と
な

っ
て
、
文
政
元
年
（
１
８

１
８
）、
新
堰
開
削
願
い
を

出
し
、
３
度
目
の
願
立
て

て
漸
く
許
可
さ
れ
た
。

新
堰
は
、
古
郡
村
、
藤

島
村
の
落
ち
水
を
、
藤
島

変
電
所
周
辺
で
集
水
し
、

藤
島
中
町
の
因
幡
堰
と
併

行
し
て
作
っ
た
。

今
は
住
宅
地
に
な
っ
た

が
、
下
町
東
側
一
帯
が
苗

代
田
で
あ
っ
た
。
潅
水
・

排
水
を
繰
り
返
し
、
下
町

の
は
ず
れ
で
因
幡
堰
本
流

と
合
流
し
て
い
た
。

特
に
豊
栄
地
区
は
水
利

の
便
が
悪
か
っ
た
。
豊
栄

地
区
の
農
民
は
新
堰
の
開

削
を
祝
い
、
豊
栄
諏
訪
神

社
に
、
高
さ
６
尺
、
巾
４

尺
の
立
派
な
水
神
を
建
立

し
水
祈
願
し
た
。
石
碑
に

は
「
新
堰
成
就
文
政
七
年

世
話
方
東
光
院
」と
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

「
小
中
一
貫
校
」の
検
討
へ

藤
島
地
域
教
育
振
興
会
議

月
７
日
設
置
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藤島地域教育会議　名簿（案）
■委員

区分 Ｎｏ 役職 氏名 備考

組
織

選

出

自治会等
役員

1 藤島地区自治振興会長 齋藤昭彦

2 東栄地区自治振興会長 叶野明美

3 八栄島地区自治振興会長 成田信一

4 長沼地区自治振興会長 高橋俊一

5 渡前地区自治振興会長 近藤直志

児童生徒
保護者

6 藤島小学校ＰＴＡ会長 菅原　治

7 東栄小学校ＰＴＡ会長 今野貴行

8 渡前小学校ＰＴＡ会長 加藤正広

9 藤島中学校ＰＴＡ会長 中田英幸

未就学児
保護者

10 いなば幼稚園　保護者会長 上林祐樹

11 藤島こりす保育園　保護者会長 佐藤　謙

12 藤島くりくり保育園　保護者会長 安在　堅

公共的団
体

13 主任児童委員代表 前田範子

14 藤島地域スポーツ少年団長 渡部高生

個

人
選

出

地域活性

化組織

15 藤島地域振興懇談会公募委員 井上佳奈子

16 藤島地域振興懇談会公募委員 齋藤直美

17 Ｈisu花ワークショップメンバー 武田　洋

※原則、２年間継続できる委員とする。

■市関係者

役職名 氏名 備考

教育委員会　教育長 布川　敦

教育委員会　教育部長 本間　明

教育委員会　参事兼管理課長 清野　健

教育委員会　学校教育課長 成澤和則

教育委員会　学校教育課指導主幹 渡邉　智

藤島庁舎　支所長 成田　譲

藤島庁舎　総務企画課長 小林正雄 事務局長

藤島庁舎　市民福祉課長 長谷川郁子

■事務局

役職名 氏名 備考

藤島庁舎総務企画課　地域まちづくり企画調整主幹 齋藤　優

藤島庁舎総務企画課　主査 村田喜栄

教育委員会管理課　庶務主査 奥山真裕

教育委員会学校教育課　指導専門員 落合正幸



鶴
岡
市
民
６
人
か
ら
、

新
政
ク
ラ
ブ
の
渋
谷
耕
一

議
員
が
２
０
１
６
～

年
20

度
に
受
け
取
っ
た
政
務
活

動
費
の
車
賃
（
ガ
ソ
リ
ン

代
）
の
一
部
に
つ
い
て
、

市
長
は
返
金
を
求
め
る
べ

き
と
の
住
民
監
査
請
求
が

５
日
、
市
監
査
委
員
に
出

さ
れ
て
い
ま
し
た（
写
真
）。

叶
野
明
美
・
市
代
表
監

査
委
員
と
、
議
会
選
出
監

査
委
員
・
加
藤
鉱
一
議
員

は
合
議
を
経
て
、

日
付

16

で
、
請
求
の
要
件
を
満
た

さ
な
い
と
し
て
「
却
下
」

し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
第
２
４
２

条
第
２
項
は
、
監
査
請
求

で
き
る
期
間
を
「
当
該
行

為
の
あ
っ
た
日
ま
た
は
終

わ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経

過
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
正
当
な
理
由
が
あ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
」
と
規
定
し
て
い
ま

す
。

～

年
度
の
政
務
活

16

20

動
費
収
支
報
告
書
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
さ
れ
て
１
年
以
上
経
過

し
て
い
る
た
め
、
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
︱
と
し

ま
し
た
。

監
査
委
員
の
意
見
付
記

た
だ
し
、
監
査
委
員
の

意
見
と
し
て
以
下
の
文
章

を
加
え
ま
し
た
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
返

金
等
の
処
理
・
手
引
き
の

改
訂
実
施
後
で
あ
っ
て
も
、

い
ま
だ
住
民
が
疑
義
を
生

じ
納
得
で
き
ず
に
住
民
監

査
請
求
を
提
出
し
た
経
緯

を
鑑
み
、
鶴
岡
市
議
会
に

お
い
て
は
、
今
後
も
住
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

観
点
か
ら
、
透
明
性
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。」

「
却
下
」
納
得
で
き

な
い
。
真
相
求
め
る

住
民
ら
が
監
査
請
求
で

指
摘
し
た
の
は
、

①

年
度
に
新
潟
県
立
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リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
に
行

っ
た
計
３
回
は
、
家
族
の

治
療
に
同
伴
。

②
海
水
浴
場
や
海
洋
ご

み
の
調
査
で

～

年
度

18

20

に
各
１
回
は
、
調
査
が
不

明
。③

遊
佐
町
枡
川
鮭
漁
業

生
産
組
合
の
ふ
化
場
な
ど

に

年
度
で
計
６
回
行
っ

20
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
来

訪
を
断
っ
て
い
る
時
期
や
、

ふ
化
場
の
仕
事
が
終
わ
っ

て
い
る
時
期
。

④

年
度
の
領
収
書
に

20

は
、
単
価
が
１
㍑
当
た
り

１
６
４
円
と
毎
月
、
単
価

が
１
年
間
同
じ
な
ど
、
４

項
目
で
計
約

万
円
に
疑

20

い
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。

請
求
し
た
市
民
ら
は
、

監
査
請
求
「
却
下
」
に
納

得
で
き
な
い
と
し
て
、
今

後
も
真
相
を
求
め
て
い
く

と
語
っ
て
い
ま
す
。

国
賊

で
考
え
た

「
国
賊
」
と
い
う
熟
語
が

活
字
に
な
る
の
は
何
年
ぶ

り
な
ん
だ
ろ
う
か
。
し
か

も
今
回
は
、
首
相
が
国
民

の
８
割
以
上
が
反
対
す
る

国
葬
を
し
よ
う
と
す
る
人

を
指
し
て
の
事
な
ん
だ
。

彼
が
や
っ
て
き
た
事
は
、

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
罪
深
い

こ
と
な
ん
だ
ヨ
と
。
自
民

党
の
中
に
も
、
言
い
た
く

っ
て
も
言
え
な
い
事
を
言

っ
て
く
れ
た
・
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
く
い
る
と
思

う
ゼ
。
だ
か
ら
、
な
し
て

国
葬
な
ん
だ
や
・
首
相
や
。

▲
「
財
政
、
金
融
、
外
交

を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
し
、
官
僚

機
構
ま
で
壊
し
た
。
国
賊

だ
。」と
言
っ
た
と
の
報
道
。

こ
れ
を
見
て
、
国
葬
に
反

対
す
る
人
が
ま
た
増
え
た

事
だ
ろ
う
ヨ
。
現
に
ド
ル

に
対
し
て
円
安
で

年
ぶ

24

り
に
日
銀
が
介
入
し
た
ん

だ
ゼ
。
彼
が
、
日
銀
総
裁

の
首
を
据
替
て
ま
で
や
っ

た「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

は
完
全
に
破
綻
し
た
と
い

う
事
。
そ
れ
で
も
、
こ
の

発
言
者
を
党
で
は
処
分
す

る
ん
だ
が
ノ
～
。

▲
戦
前
、
不
在
地
主
制
や

戦
争
に
反
対
し
た
者
を
、

「
国
賊
」
と
言
っ
て
は
特

別
高
等
警
察
（
特
高
）
が

つ
け
狙
い
、
拷
問
さ
れ
命

を
亡
く
し
た
人
が
多
数
出

た
が
、
戦
後
、
土
地
は
働

く
農
民
に
与
え
ら
れ
、
戦

争
反
対
者
の
要
求
、
即
ち

平
和
を
求
め
る
な
ど
の
民

主
的
な
条
項
が
今
の
憲
法

に
組
み
込
ま
れ
た
ん
だ
。

▲
こ
っ
ち
は
、
国
賊
と
言

わ
れ
て
も
正
し
い
も
の
は

正
し
い
ん
だ
が
、
当
時
の

特
高
の
下
で
の
犠
牲
者
に
、

国
は
謝
っ
て
い
な
い
ん
だ
。

そ
れ
で
、
治
安
維
持
法
犠

牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

は
、毎
年
黄
色
の
用
紙
で
、

戦
争
を
反
省
し
、
再
び
暗

黒
政
治
が
こ
な
い
よ
う
に

と
、
皆
さ
ん
に
署
名
を
お

願
い
し
て
い
る
ん
で
す
。

▲
今
世
界
中
か
ら
称
賛
さ

れ
て
い
る
杉
原
千
畝
さ
ん
。

当
時
、
そ
の
事
が
判
っ
た

ら
彼
は
ナ
ン
と
呼
ば
れ
た

だ
ろ
う
か
。（
石
川
）

生
ん
で
母
と
な
っ
た
。
続

い
て
、
２
男
哲
、
３
男
淳
、

長
女
せ
つ
、
４
男
士
郎
と

５
人
の
子
を
生
ん
だ
。

全
て
戦
争
中
で
、
父
は

村
山
家
の
始
ま
り

ひ
で
は
、
結
婚
翌
年
１

９
３
４
年(

昭
和
９)

宏
を

警
察
に
拘
留
な
ど
で
、
一

家
が
夫
と
共
に
一
緒
の
家

庭
と
な
っ
た
の
は
ご
く
わ

ず
か
の
間
だ
っ
た
。

１
９
３
３
年
、
俊
太
郎

は
前
年
の
教
育
労
働
者
組

合
結
成
で
休
職
処
分
。
伝

手
で
当
時
の
新
聞
『
日
刊

山
形
』
記
者
に
な
る
。

ひ
で
は
、
現
村
山
市
河

島
小
学
校
勤
務
、
出
勤
に

不
自
由
で
東
根
町
実
家
か

ら
勤
め
た
。
新
婚
か
ら
別

居
生
活
で
あ
る
。

１
９
３
４
年
、ひ
で
は
、

山
形
市
第
３
尋
常
高
等
小

学
校
に
転
勤
。
山
形
市
三

島
通
り
に
新
家
庭
を
も
つ
。

５
月
宏
（
長
男
ひ
ろ
し
）

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

誕
生
。

月
山
形
市
緑
町

12

に
転
居
。
１
９
３
６
年
哲

（
２
男
さ
と
し)

誕
生
。

（
写
真
は
、
上
か
ら
ひ
で

・
長
男
宏
・
俊
太
郎
・
２

男
哲
。
１
番
下
の
子
の
子

か
ら
見
て
、
２
男
哲
が
１

歳
前
後
と
み
る
と
、
１
９

３
８
年
頃
の
も
の
か
。)

１
９
３
７
年
１
月
、
俊

太
郎
は
山
形
市
第
３
尋
常

高
等
小
学
校
に
復
職
し
た
。

し
か
し
同
学
校
に
、
ひ
で

が
い
た
の
で
、俊
太
郎
は
、

４
月
山
形
市
第
８
尋
常
高

等
小
学
校
に
転
任
。

月
10

惇
（
３
男
さ
と
し)

が
誕
生

し
た
。

渋
谷
耕
一
議
員
の
ガ
ソ
リ
ン
代

住
民
監
査
請
求
は
「
却
下
」

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
を

運
営
す
る
、
管
理
運
営
組

合
（
渡
部
嚴
理
事
長
）
は
、

月

日
で
営
業
を
終
了

11

30

す
る
と
の
届
け
出
を
９
月

日
、
市
に
提
出
し
ま
し

21た
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
利
用

者
の
減
少
や
、
燃
料
高
騰

の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

前
榎
本
市
政
で
、
旧
町

村
の
「
福
祉
の
増
進
施
設
」

を
、
行
革
対
象
に
し
た
結

果
で
す
。


